
Ｆ-１ 

工  法  名 Ｈｙｐｅｒ－ＮＡＫＳ工法 

工 法 の 種 類 中掘り拡大根固め工法 

杭 の 種 類 既製コンクリート杭 

施工法  

概 要 

杭中空部に挿入したスパイラルオーガ及び油圧式拡大ビットにより，杭先端の直下地盤を

掘削・排土するとともに，杭自重および圧入力により杭を沈設する（一般部の通常中堀り掘

削範囲）そして，所定深度の拡大掘削位置から油圧式拡大ビットを拡翼して，杭周固定液を

注入（杭周固定液注入部の範囲）しつつ掘削・攪拌しながら杭を沈設する。その後引続き，

根固め液を注入して掘削・攪拌しながら杭先端部に拡大球根を築造し，根固め部に杭先端部

を定着して支持力の発現を行う工法である。 

施 工 順 序 

 

支持力発現方式 油圧式拡大ビットによるセメントミルク杭周囲拡大掘削及び杭先端拡大根固め 

支 持 層 の 確 認 方 法 土質柱状図とオーガ掘削時の電流値との比較及び拡大ビットに付着した土砂の確認 

支 持 力 算 定 方 式 

 

施 工 
施 工 地 盤 流水の激しい地盤及び崩壊のしやすい地盤は検討が必要 

施 工 能 率 （800φ－40m）120～150m／日  （1200φ－40m）80～120m／日 

工法の概要が分かるホーム

ページのアドレス 
https://www.ncic.co.jp/products/foundation/hypernaks.html 

会社名 認定番号 取得年月日 適用杭径 適用先端地盤 適用杭長 指定施工会社 

日本コンクリート工業㈱ 

03-3452-1021 

TACP-0162 

TACP-0161 

H17. 2.8 

H17. 2.8 

500～

1200 

砂質地盤 

礫質地盤 

71m 以下 

65m 以下 

東海コンクリート工業㈱ 

九州高圧コンクリート工業㈱ 

東北ポール㈱ 

ジャパンパイル㈱ 

㈱トーヨーアサノ 

 



Ｆ-２ 

工  法  名 Ｈｙｐｅｒ－ＮＡＫＳⅡ工法 

工 法 の 種 類 中掘り拡大根固め工法 

杭 の 種 類  既製コンクリート杭 

施工法  

概 要 

杭中空部に設置したスパイラルオーガ及び油圧式拡大ビットにより，杭先端の直下地盤を

掘削・排土するとともに，杭自重および圧入力により杭を沈設する（一般部の通常中堀り掘

削範囲）そして，所定深度の拡大掘削位置から油圧式拡大ビットを拡翼して，杭周固定液を

注入（杭周固定液注入部の範囲）しつつ掘削・攪拌しながら杭を沈設する。その後引続き，

根固め液を注入して掘削・攪拌しながら杭先端部に拡大球根を築造し，根固め部に杭先端部

を定着して支持力の発現を行う工法である。 

施 工 順 序 

 
支持力発現方式 油圧式拡大ビットによるセメントミルク杭周囲拡大掘削及び杭先端拡大根固め 

支 持 層 の 確 認 方 法 土質柱状図とオーガ掘削時の積分電流値との比較及び拡大ビットに付着した土砂の確認 

支 持 力 算 定 方 式 

 

施 工 
施 工 地 盤 流水の激しい地盤及び崩壊のしやすい地盤は検討が必要 

施 工 能 率 （800φ－40m）120～150m／日  （1200φ－40m）80～120m／日 

工法の概要が分かるホーム

ページのアドレス 

https://www.ncic.co.jp/products/foundation/hypernaks2.html 

https://www.toyoasano.co.jp/business/method/hyper_naks.html 

https://www.japanpile.co.jp/method/buildingtech/hyper-NAKS2/  

会社名 認定番号 取得年月日 適用杭径 適用先端地盤 適用杭長 指定施工会社 

日本コンクリート工業㈱ 

03-3452-1021 

TACP-0319 

TACP-0320 
H21. 1.28 500～1200 

砂質地盤 

礫質地盤 

71.5m 以下 

75m 以下 

東海コンクリート工

業㈱ 
㈱トーヨーアサノ 

03-3356-3172 

TACP-0321 

TACP-0322 
H21. 1.28 500～1200 

砂質地盤 

礫質地盤 

71.5m 以下 

75m 以下 

ジャパンパイル㈱ 

03-5843-4191 

TACP-0323 

TACP-0324 
H21. 1.28 500～1200 

砂質地盤 

礫質地盤 

71.5m 以下 

75m 以下 
 



Ｆ-３ 

工  法  名 Ｎｅｗ－ＳＴＪ工法 

工 法 の 種 類 中掘り拡大根固め工法 

杭 の 種 類 既製コンクリート杭 

施工法 

概 要 

 拡大翼,噴射孔,エア吐出孔を装備したビットを取り付けた連続スパイラルオーガを杭中空

部に挿入し,杭先端部の土砂を掘削しながら杭を沈設する。ビットが支持層手前に達したら杭

の沈設を止め,ビットを先行させて拡大翼を開き予備掘削を行う。その後セメントミルクを高

圧噴射して根固め部を築造しながら杭を所定深度まで沈設する。杭定着後セメントミルクを高

圧噴射しながら最終深度まで球根を築造する。 

施 工 順 序 

※回転方向は標準的な例を示す。 

支持力発現方式 根固め液の硬化による,杭本体と拡大球根の一体化 

支 持 層 の 確 認 方 法 土質柱状図とオーガ掘削時の電流値の比較 

支 持 力 算 定 方 式 

 

 
 
 
 

施 工 
施 工 地 盤 粘性の高い中間層及び礫層を有する地盤では注意が必要である 

施 工 能 率 （φ800-70ｍ）120～160ｍ/日  （φ1200-70ｍ）80～120ｍ/日 

工法の概要が分かるホー 

ムページのアドレス 
日本ヒューム：https://www.nipponhume.co.jp/pdf/new-stj.pdf 

前田製管：https://www.maeta.co.jp/ 

会社名 認定番号 取得年月日 適用杭径 適用先端地盤 適用杭長 
備考 

（指定施工会社） 

日 本 ヒ ュ ー ム ㈱ 

03-3433-4114 

TACP-0234 

TACP-0235 

H18.10.16 

H18.10.16 

500～

1200 

500～

1200 

砂質地盤 

礫質地盤 

70ｍ以下 

65ｍ以下 
日本高圧コンクリート

（株） 

児玉コンクリート工業

（株） 

三谷セキサン（株） 
前 田 製 管 ㈱ 

0234-23-5111  

TACP-0433 

TACP-0432 

H25.7.19 

H25.7.19 

500～

1200 

500～

1200 

砂質地盤 

礫質地盤 

70ｍ以下 

65ｍ以下 

 

正転 正転 正転 正転 正転 正転 正転 正転
正転 逆転

①最終掘削深度

まで正転で掘削
②逆転拡大掘削 ③正転でミルクを高圧噴

射しながら球根部を築造

④逆転でミルクを高圧噴

射しながら球根部をさらに

拡大築造

⑤杭先端手前で

正転にて中空部

にミルクを注入

1D

3D

1.3D以上

逆転 逆転 逆転 逆転

D：杭径



Ｆ-４ 

工  法  名 Ｎｅｗ－ＳＴＪ－Ⅱ工法 

工 法 の 種 類 中掘り拡大根固め工法 

杭 の 種 類 既製コンクリート杭 

施工法 

概 要 

 拡大翼,噴射孔,エア吐出孔を装備したビット（逆転式ビットまたは正転式ビット）を取り

付けた連続スパイラルオーガを杭中空部に挿入し,杭先端部の土砂を掘削しながら杭を沈設

する。ビットが支持層手前に達したら杭の沈設を止め,ビットを先行させて拡大翼を開き予備

掘削を行う。その後セメントミルクを高圧噴射して根固め部を築造しながら杭を所定深度ま

で沈設する。杭定着後セメントミルクを高圧噴射しながら最終深度まで球根を築造する。 

施 工 順 序 

支持力発現方式 根固め液の硬化による,杭本体と拡大球根の一体化 

支 持 層 の 確 認 方 法 土質柱状図とオーガ掘削時の電流値の比較 

支 持 力 算 定 方 式 

 
 
 
 

施 工 
施 工 地 盤 粘性の高い中間層及び礫質を有する地盤では注意が必要である 

施 工 能 率 （φ800-70ｍ） 120～160ｍ/日  （φ1200-70ｍ） 80～120ｍ/日 

工法の概要が分かるホー 

ムページのアドレス 

日本ヒューム：https://www.nipponhume.co.jp/pdf/new-stj-2.pdf 

前田製管：https://www.maeta.co.jp/ 

会社名 認定番号 取得年月日 適用杭径 適用先端地盤 適用杭長 備考 

日 本 ヒ ュ ー ム ㈱ 

03-3433-4114 

TACP-0478 

TACP-0477 

H27.6.26 

H27.6.26 

700～1200 

700～1200 

砂質地盤 

礫質地盤 

80ｍ以下 

71ｍ以下 
 

前 田 製 管 ㈱ 

0234-23-5111  

TACP-0476 

TACP-0475 

H27.6.26 

H27.6.26 

700～1200 

700～1200 

砂質地盤 

礫質地盤 

80ｍ以下 

71ｍ以下 
 

 



Ｆ-５ 

工  法  名 ＳＵＰＥＲ－ＤＡＮＫ工法 

工 法 の 種 類 中掘り拡大根固め工法 

杭 の 種 類 既製コンクリート杭 

施工法  

概 要 

 

特殊ビットと杭中空部に挿入したスパイラルオーガによって、杭下方を掘削しながら杭を沈

設していき、支持層に到達後、拡大根固め球根を築造する工法である。 

施 工 順 序 

 

支持力発現方式 拡大ビットにより機械的に築造するセメントミルク拡大根固め 

支 持 層 の 確 認 方 法 土質柱状図とオーガ掘削時の積分電流値との比較及び拡大ビッドに付着した土砂の確認 

支 持 力 算 定 方 式 

  

 ：425 

 ：通常中堀り区間※1      地盤補強液使用区間※2 

    =0 又は 1.5           =3.0 

 ：通常中堀り区間※1      地盤補強液使用区間※2 

    =0 又は 0.2           =0.5 

：先端平均 N値(杭先端より上方 2D1、下方 1D1 間の N値の平均値) 

  ただし、N値が 100 以上のものは 100 とし、 とする。 

：杭先端部径(m) 

：杭の先端部の閉塞断面積(m2)     

施 工 
施 工 地 盤 粘性の高い中間層及び礫層を有する地盤では検討が必要 

施 工 能 率 (700φ-40m) 120～160m/日 

工法の概要が分かるホー 
ムページのアドレス 

三谷セキサン株式会社 (m-sekisan.co.jp) 

会社名 認定番号 取得年月日 適用杭径 適用先端地盤 適用施工長 備考 

三谷セキサン㈱ 

03-5821-1120 

TACP-0363 

TACP-0364 

H23.12.2 

H23.12.2 

600～1200 

600～1200 

砂質地盤 

礫質地盤 

70m 

78m 
 

 



Ｆ-６ 

工  法  名 コン剛パイル工法（中掘り方式） 

工 法 の 種 類 中掘り拡大根固め工法 

杭 の 種 類 既製コンクリート杭、鋼管杭 

施工法  

概 要 

鋼管杭の管内の土砂を連続的に掘削泥土化し、同時に鋼管杭を回転させながら所定深度まで沈

設する。支持層にて機械式に拡翼する特殊ビットにより拡大根固め球根を築造し、先端部にス

パイラル突起が取り付けられた鋼管杭を根固め球根に回転圧入し、杭と根固め球根を一体化さ

せ大支持力を発現する工法。なお、拡大径を有するロッドにて掘削・攪拌することにより、杭

頭部が一般部軸径に対し 1.2 倍～1.5 倍に拡大された拡頭タイプの施工も可能である。鋼管杭

は、SKK400 および SKK490 の他､JFE-HT590P（基準強度 440N/mm2）が使用できる。 

施 工 順 序 

 

 

支持力発現方式 油圧式または機械式に拡翼する先端ビットによる杭径の 1.25 倍～2.00 倍の拡大根固め 

支 持 層 の 確 認 方 法 土質柱状図とオーガ掘削時の電流値との比較 

支 持 力 算 定 方 式 

長期許容鉛直支持力 

Ra = １/３ { α Ｎ Ａp ＋ ( β Ｎs Ｌs ＋ γｑuＬc )ψ} (kN) 

 

ここで、 

α ： くい先端支持力係数 α＝194 (Ｄg／Ｄp)2 

Ｄg： 根固め球根径（m） 

Ｄp： 基礎ぐいの本体径（m） 

β ： くい周固定液を用いない場合β＝1.66，くい周固定液を用いる場合 β＝3.79 

γ ： くい周固定液を用いない場合γ＝0.31，くい周固定液を用いる場合 γ＝0.60 

N  ： くい先端より下方に 2Ｄp、上方に 1Ｄpの範囲の平均Ｎ値（30≦ N ≦60） 

Ap ： 基礎ぐいの先端の有効断面積(m2) Ap＝π･Dp2/4 

Ns ： くい周囲の地盤のうち砂質地盤の平均Ｎ値（6≦ Ns ≦30） 

qu ： くい周囲の地盤のうち粘土質地盤の一軸圧縮強度の平均値(kN/m2)（22≦ qu ≦200） 

Ls ： くい周囲の地盤のうち砂質地盤に接する有効長さの合計(m) 

Lc ： くい周囲の地盤のうち粘土質地盤に接する有効長さの合計(m) 

ψ ： くいの周囲の有効長さ(m)  ψ＝π･Dp 

 

施 工 
施 工 地 盤 支持層中の地下水に流れがあり、根固め部の形成に支障がでる場合には用いない 

施 工 能 率 100～150m/日 

工法の概要が分かるホー 
ムページのアドレス 

https://www.jfe-steel.co.jp/products/construction/pile_foundation/kongou.html 

会社名 認定・評定番号 取得年月日 適用杭径 適用先端地盤 適用杭長 備考 

ＪＦＥスチール（株） 

03-3597-4469 

 

ジャパンパイル（株） 

03-5843-4191 

TACP-0582 

H31.4.26 
φ600 

～1200 

砂質土 76m 
既製杭 

鋼管杭 
TACP-0583 礫質土 76m 

ベターリビング 

CBL FP-025-18 号 
H30.12.27 

φ1300 

～1500 

砂質土 

礫質土 
76m 鋼管杭 

 



Ｆ-７ 

工  法  名 ＴＮ－Ｘ工法（同時沈設方式） 

工 法 の 種 類 中掘り拡大根固め工法 

杭 の 種 類 鋼管杭 

施工法  

概 要 

鋼管の中空部に挿入したオーガスクリューをオーガ駆動装置と連結して回転させることに

より、鋼管先端部の土砂を連続的に掘削排土するとともに油圧圧入装置を用いて所定深さま

で杭を圧入する（中掘り工程）。中掘り工程では、杭周固定液を使用する場合と使用しない場

合がある。中掘り工程終了後、油圧装置により掘削翼を拡大し拡大根固め部を築造し、鋼管を

定着する。 
拡大根固め部の直径は鋼管径の 1.25、1.50、1.75、2.00 倍の 4 種類（鋼管径 1400mm の場

合は 1.71 倍まで）あり、また鋼管先端部内面に設けた特殊な突起により鋼管と拡大根固め部

を確実に一体化できることで、高支持力を発現させる工法である。 

施 工 順 序 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

支持力発現方式 セメントミルクによる拡大根固め 

支 持 層 の 確 認 方 法 土質柱状図とオーガ掘削時の電流値（積分電力値）との比較 

支 持 力 算 定 方 式 

 

施 工 
施 工 地 盤 支持層中の地下水に流れがあり、根固め部築造に支障をきたす恐れがある場合には用いない。 

施 工 能 率 30～100m/日 

工法の概要が分かるホー 
ムページのアドレス 

TN-X 工法（中掘り拡大根固め杭工法） | 建材 | 製品情報 | 日本製鉄 (nipponsteel.com) 

TN-X 工法 | 株式会社テノックス (tenox.co.jp) 

会社名 認定・評定番号 取得年月日 適用杭径 適用先端地盤 適用杭長 備考 

日本製鉄㈱ 

03-6867-6861 

㈱テノックス 

03-3455-7790 

TACP-0171 

TACP-0172 

CBL FP003-08 

CBL FP002-10  

CBL SS001-14 

CBL FP001-14 

H17.6 .9 

H17.6. 9 

H21.3.31 

H22.8.31 

H27.2.27 

H27.2.27 

φ600～ 

1400 

砂質地盤 

礫質地盤 
最大 75m 

適用杭

長は鋼

管 径 に

よる 

 



Ｆ-８ 

工  法  名 Ｓｕｐｅｒ－ＫＩＮＧ工法(ＩＢ方式) 

工 法 の 種 類 中掘り拡大根固め工法 

杭 の 種 類 鋼管杭 

施工法  

概 要 

鋼管杭の管内の土砂を連続的に掘削泥土化し、同時に鋼管杭を回転させながら所定深度まで沈

設する。支持層にて機械式に拡翼する特殊ビットにより拡大根固め球根を築造し、先端部にス

パイラル突起が取り付けられた鋼管杭を根固め球根に回転圧入し、杭と根固め球根を一体化さ

せ大支持力を発現する工法。なお、拡大径を有するロッドにて掘削・攪拌することにより、杭

頭部が一般部軸径に対し 1.2 倍～1.5 倍に拡大された拡頭タイプの施工も可能である。鋼管杭

は、SKK400 および SKK490 の他、JFE-HT570P（基準強度400N/mm2）が使用できる。 

施 工 順 序 

 

支持力発現方式 機械式に拡翼する Super KING ビットによる杭径の 1.25 倍～2.00 倍の拡大根固め 

支 持 層 の 確 認 方 法 土質柱状図とオーガ掘削時の電流値との比較 

支 持 力 算 定 方 式 

長期許容鉛直支持力 

Ra = １/３ { α Ｎ Ａp ＋ ( β Ｎs Ｌs ＋ γｑuＬc ) ψ} (kN) 

 

但し、α ：くい先端支持力係数 α=196 

β ：杭周固定液を用いない場合β=1.82  杭周固定液を用いる場合β=4.11 

   γ ：杭周固定液を用いない場合γ=0.36  杭周固定液を用いる場合γ=0.61 

   Ｎ ：杭先端から下方に 2Ｄp, 上方に 1Ｄpの間の平均Ｎ値 (Ｎ≦60) 

   Ａp：杭先端の有効断面積 (m2)  

Ａp =(6.4Ｄw - 5.2Ｄp)2π/4 × (Ｄp/Ｄw)2 

Ｄp：杭の外径 (m) 
Ｄw：スパイラル突起外径(m) 

        Ｄg/Ｄw=1.25 仕様の時、Ｄw=1.008Ｄp 

        Ｄg/Ｄw=1.50 仕様の時、Ｄw=1.047Ｄp 

        Ｄg/Ｄw=1.75 仕様の時、Ｄw=1.086Ｄp 

Ｄg/Ｄw=2.00 仕様の時、Ｄw=1.125Ｄp 

Ｄg：根固め球根径(m) 

Ｎs：杭周面地盤のうち砂質地盤の平均Ｎ値 （Ｎs≦30） 

   Ｌs：杭周面地盤のうち砂質地盤に接する有効長さ(m) 

   ｑu：杭周面地盤のうち粘土質地盤の一軸圧縮強度の平均値(kN/m2)（ｑu≦200） 

      Ｌc：杭周面地盤のうち粘土質地盤に接する有効長さ(m) 

   ψ：杭の周長(m)  ψ=Ｄpπ 

施 工 
施 工 地 盤 支持層中の地下水に流れがあり、根固め部の形成に支障がでる場合には用いない 

施 工 能 率 100～150m/日 

工法の概要が分かるホーム

ページのアドレス 
https://www.jfe-steel.co.jp/products/construction/pile_foundation/s_king_k.html 

会社名 認定番号 取得年月日 適用杭径 適用先端地盤 適用杭長 備考 

ＪＦＥスチール（株） 

03-3597-4469 

TACP-0344 
Ｈ22.3.3 

φ400 

～1200 

砂質土 65m 
 

TACP-0345 礫質土 65m  

①下杭建込み

　 ・杭芯セット

①下杭建込み

　 ・杭芯セット

②下杭沈設

　 ・掘削撹拌

②下杭沈設

　 ・掘削撹拌

③上杭建込み

　 ・継手施工

③上杭建込み

　 ・継手施工

④上杭施工

　 ・掘削撹拌

④上杭施工

　 ・掘削撹拌

④上杭施工

　 ・掘削撹拌

⑤拡翼作業

　

⑤拡翼作業

　

⑥拡大根固め

　 球根築造

⑥拡大根固め

　 球根築造

⑦杭の定着

　

⑦杭の定着

　

⑦杭の定着

　

② ,④の工程において、杭周固定液を注入・撹拌することもある。



Ｆ-９ 

工  法  名 ＴＢＳＲ工法（同時埋設方式） 

工 法 の 種 類 中掘り拡大根固め工法 

杭 の 種 類 鋼管杭 

施工法  

概 要 

ＴＢＳＲ工法は、要求される支持力に応じ、杭径の 1.25 倍、1.50 倍、1.75 倍、2.0 倍か

ら最適な拡大根固め球根の外径を選択出来る杭先端拡大根固め工法である。 

同時埋設方式の施工は、地盤掘削と同時に鋼管杭を所定深度まで回転させながら沈設した

後、支持層内に拡大根固め球根を築造し、そこに鋼管杭を根入れして杭と根固めとの一体化

を図ることで大きな支持力を確保する。掘削時に掘削水を使用する方法と、鋼管より外側を

掘削し、杭周固定液を使用する方法がある。いずれの方法も、拡大根固め球根の構築には、

掘削ロッドの先端に拡大翼を有する専用のＴＢＳＲヘッドを取り付けて施工する。 

同時埋設方式の場合は鋼管杭のみの適用となるが、プレボーリング方式の場合は既製杭の

適用も可能である。 

施 工 順 序 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

支持力発現方式 拡大根固め球根(杭径の 1.25～2.00 倍) 及び 周面摩擦 

支 持 層 の 確 認 方 法 土質柱状図とオーガ掘削時の掘削抵抗値の比較 

支 持 力 算 定 方 式 

cussp LqLNANRa
3

1
 

ただし、18＜N ≦60、
sN ≦30、

uq ≦200kN/m2 

α＝316 

ただし、拡大根固め球根部の拡径率選択により先端有効断面積Ａpは変化する為、 

杭の先端部面積に対し、換算α値は下表の通りとなる。 

拡径率 1.25 1.50 1.75 2.0 

換算α値 316 428 554 692 

杭周固定液を用いる場合 β＝4.2、γ＝0.51 

杭周固定液を用いない場合 β＝1.8、γ＝0.33 

施 工 
施 工 地 盤 流水の激しい地盤及び崩壊し易い地盤は検討が必要 

施 工 能 率 (φ800-40m) 100～150m/日（拡径率 1.5 倍径） 

工法の概要が分かるホーム 
ページのアドレス 

http://www.takawaki.co.jp/ 

会社名 認定番号 取得年月日 適用杭径 適用先端地盤 

適用杭長 
（施工地盤面から拡

大根固め球根下端ま
での深さ） 

備考 

日本製鉄㈱ 

03-6867-6861 

㈱高脇基礎工事 

048-541-2653 

TACP-0365 

TACP-0366 
H23.12.8 

400～

1200mm 

砂質地盤 

礫質地盤 

64.7m 

78.4m 
 

日本ヒューム㈱ 

03-3433-4114 

TACP-0369 

TACP-0370 
H23.12.8 

400～

1200mm 

砂質地盤 

礫質地盤 

64.7m 

72.1m 
 

日本高圧コンクリート㈱ 

03-6206-2248 

TACP-0367 

TACP-0368 
H23.12.8 

400～

1200mm 

砂質地盤 

礫質地盤 

64.7m 

72.1m 
 

 

ヘッド拡大 根固め液 鋼管杭打ち止め 

例）同時埋設（杭周固定液無し） 

杭芯セット 

一般部掘削 



Ｇ-１ 

工  法  名 ＤＡＮＫ工法 

工 法 の 種 類 中掘り拡大根固め工法 

杭 の 種 類 既製コンクリート杭 

施工法  

概 要 

特殊ビットと杭中空部に挿入したスパイラルオーガによって、杭先端を掘削しながら杭を沈

設していき、支持層に達するとビットを拡大させ拡大球根を築造する工法である。本工法に

は特殊ビットとスパイラルオーガを用いて行う方法(Version-N)と特殊なロッドとビットで

掘削、攪拌・練付けを行い、杭周固定液を使用する(Version-K)の 2 通りの施工法がある。 

施 工 順 序 

 

支持力発現方式 拡大ビットにより機械的に築造するセメントミルク拡大根固め 

支 持 層 の 確 認 方 法 土質柱状図とオーガ掘削時の積分電流値との比較及び拡大ビッドに付着した土砂の確認 

支 持 力 算 定 方 式 

 

施 工 
施 工 地 盤 粘性の高い中間層及び礫層を有する地盤では検討が必要 

施 工 能 率 (500φ-40m) 120～160m/日 

工法の概要が分かるホー 
ムページのアドレス等 

三谷セキサン株式会社 (m-sekisan.co.jp) 

会社名 
旧 38 条認定工法 

評定番号 
取得年月日 適用杭径 適用先端地盤 適用施工長 備考 

三谷セキサン㈱ 

03-5821-1120 
BCJ-F762(追 1) H9.10.22 

400～1000 

700～1000 

砂質・礫質土 

硬質粘性土 

80m 以下 

70m 以下 

110D 以下 

   〃 

 



Ｇ-２ 

工  法  名 ＫＤＥＳ工法 

工 法 の 種 類 中掘り拡大根固め工法 

杭 の 種 類 既製コンクリート杭 

施工法  

概 要 

 
杭の中空部に挿入したスパイラルオーガーにより、杭先端地盤を掘削し、杭を連続的に沈設

する。支持層の手前で特殊ビットを鶴翼し、補助液による選考拡大掘削後、根固め液で拡大根

固め球根を築造する工法である。 

施 工 順 序 

 

支持力発現方式 特殊拡大ビットにより機械的に築造するセメントミルク拡大根固め 

支 持 層 の 確 認 方 法 土質柱状図と掘削深さの比較及び掘削時の電流値変化 

支 持 力 算 定 方 式 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

施 工 
施 工 地 盤 支持層中の地下水に流れがあり、根固め部の形成に支障がでる恐れがある場合は用いない 

施 工 能 率 （500φ-40ｍ） 120ｍ～150ｍ  (1000φ-40ｍ) 40ｍ～60ｍ 

工法の概要が分かるホーム

ページのアドレス 
Htt://www.nnets.co.jp 

会社名 
旧 38 条認定工法 

評定番号 
取得年月日 適用杭径 適用先端地盤 適用杭長 備考 

 

㈱日本ネットワークサポート 

（06-7506-9641） 

 

 

BCJ-F993 H10.10.21 
450～600 

700～1000 
砂質土、礫質土 

110D かつ

50ｍ以下 

110D かつ

70ｍ以下 

 

 

支持層 

計画最終掘削深度 

① 一次掘削 ② 拡翼 

  先行拡大掘削 

③ 補助液 

  根固め液注入 

④ 杭の圧入 

  定着 

⑤ 閉翼 

  オーガ引上げ 



Ｇ-３ 

工  法  名 ＮＡＫＳ工法 

工 法 の 種 類 中掘り拡大根固め工法 

杭 の 種 類 既製コンクリート杭 

施工法  

概 要 

杭中空部に挿入したスパイラルオーガによって，杭先端地盤を掘削するとともに，杭を連続

的に沈め，支持層付近から拡大ビットにより拡大球根を築造する工法である。 

施 工 順 序 

 
支持力発現方式 拡大ビットにより機械的に築造するセメントミルクによる拡大根固め 

支 持 層 の 確 認 方 法 土質柱状図とオーガ掘削時の電流値との比較及び拡大ビットに付着した土砂の確認 

支 持 力 算 定 方 式 

 

施 工 
施 工 地 盤 粘性の高い中間層及び礫層を有する地盤では検討が必要 

施 工 能 率 （500φ－40m）120～160m／日  （1000φ－40m）120～160m／日 

工法の概要が分かるホー 
ムページのアドレス 

https://www.ncic.co.jp/products/foundation/naks.html 

会社名 
旧 38 条認定工法 

評定番号 

取得 

年月日 
適用杭径 適用先端地盤 適用杭長 備考 

日本コンクリート工業㈱ 

03-3452-1021 
BCJ-F209（追 5） H6.12.9 450～1000 砂質土，礫質土 110D かつ 80m 以下  

東海コンクリート工業㈱ 

052-587-2335 
BCJ-F209（追 7） H9.3.28 

*450～600 

700～1000 

*砂質土 

*礫質土 

砂質土・礫質土 

*110D かつ 50m 以下 

*110D かつ 60m 以下 

110D かつ 80m 以下 

 

 



Ｇ-４ 

工  法  名 ＳＴＪ工法 

工 法 の 種 類 中掘り拡大根固め工法 

杭 の 種 類 既製コンクリート杭 

施工法  

概 要 
 先端部に高圧噴射孔を持つＳＴＪビットを取付けた連続オーガを杭中空部に挿入し，  

杭先端部の土砂を掘削しながら杭を沈設し，杭が支持層に達したのち，ＳＴＪビットから 

セメントミルクを高圧噴射して拡大球根を築造する一工程の工法である。 

施 工 順 序 

 

支持力発現方式 セメントミルク高圧噴射による杭先端拡大根固め 

支 持 層 の 確 認 方 法 土質柱状図とオーガ掘削時の電流値との比較及びＳＴＪビットに付着した土砂の確認 

支 持 力 算 定 方 式 

 

 
 

α＝250  ……………………          

α＝250-10/4(l/D-90) ……          

βNs＝15 
γqu＝15 

施 工 
施 工 地 盤 粘性の高い中間層及び礫層を有する地盤では検討が必要。 

施 工 能 率 （φ800－40m）120～160m／日 （φ1000－40m）120～160m／日 

工法の概要が分かるホー 
ムページのアドレス 

https://www.toyoasano.co.jp/business/method/stj.html 

会社名 
旧 38 条認定工法 

評定番号 
取得年月日 適用杭径 適用先端地盤 適用杭長 備考 

㈱トーヨーアサノ 

03－3356－3172 
BCJ-F652 H3.12.12 450～1000 砂質土，礫質土 110D かつ 80m 以下  

日本高圧コンクリート㈱ 

03－6206－2248 
BCJ-F652 H3.12.12 450～1000 砂質土，礫質土 110D かつ 80m 以下  

日本ヒューム㈱ 

03－3433－4114 
BCJ-F652 H3.12.12 450～1000 砂質土，礫質土 110D かつ 80m 以下  

前田製管㈱ 

0234－23－5111 
BCJ-F653 H3.12.12 450～1000 砂質土，礫質土 110D かつ 80m 以下  

三谷セキサン㈱ 

03－5821－1122 
BCJ-F653 H3.12.12 450～1000 砂質土，礫質土 110D かつ 80m 以下  

児玉コンクリート工業㈱ 

03－3971－7195 
BCJ-F652 H3.12.12 450～1000 砂質土，礫質土 110D かつ 80m 以下  

ジャパンパイル㈱ 

03－5843－4191 
BCJ-F653 H3.12.12 450～1000 砂質土，礫質土 110D かつ 80m 以下  

山崎パイル㈱ 

0250－47－3277 
BCJ-F945 H9.11.26 

450～600 

700～1000 

砂質土，礫質土 

砂質土 

礫質土 

110D かつ 66m 以下 

110D かつ 80m 以下 

110D かつ 60m 以下 

 

マナック㈱ 

052－501－5351 
BCJ-F945 H9.11.26 

450～600 

700～1000 

砂質土，礫質土 

砂質土 

礫質土 

110D かつ 50m 以下 

110D かつ 80m 以下 

110D かつ 60m 以下 

 

 

（l≦90D） 

（90D＜l≦110D） 



Ｇ-５ 

工  法  名 ＴＡＩＰ工法 

工 法 の 種 類 中掘り拡大根固め工法 

杭 の 種 類 既製コンクリート杭、鋼管杭 

施工法  

概 要 

 
杭中空部に挿入した特殊オーガヘッドとシャフトを用いて，杭先端部より掘削水を噴出しな

がら地盤を掘削し，同時に杭体を回転させて地盤中へ貫入する。支持層へ根入れ後，セメント

ミルクを噴出撹拌することにより拡大根固め球根を築造し、杭と拡大根固め球根と地盤との一

体化を図り、支持力を発現させる工法である。 
 

施 工 順 序 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

支持力発現方式 特殊ヘッドにより機械的に築造するセメントミルク拡大根固め 

支 持 層 の 確 認 方 法 土質柱状図とオーガ掘削時の電流値との比較 

支 持 力 算 定 方 式 

 

 

 

  但し， 

 
 

       杭の先端から下方に 1Ｄ，上方に 4Ｄの間の平均Ｎ値 

     Ａp：杭先端の閉塞断面積 Ａp＝πＤ2／４ 

     Ｌf：杭の周面摩擦力を考慮する長さ 

      ：杭の周長   ＝πＤ 

     Ｄ：杭の外径 

施 工 
施 工 地 盤 支持層中の地下水に流れがあり、根固め部の形成に支障がでる恐れがある場合には用いない 

施 工 能 率 （500φ－40m） 150～200m／日 

工法の概要が分かるホー 
ムページのアドレス 

TAIP工法協会 http://www.taipkouhou.com/ 

会社名 
旧 38 条認定工法 

通達番号 
取得年月日 適用杭径 適用先端地盤 適用杭長 備考 

ジャパンパイル㈱ 

03-5843-4196 

建設省阪住指発 

第 6 号 
H11. 1. 20 

既製ｺﾝｸﾘｰﾄ杭 

φ350～600 

砂質土，  

礫質土 

110D かつ

50m 以下 
 

鋼管杭 

φ300～1016 

砂質土，  

礫質土 

110D かつ

80m 以下 

 

(kN)    ）15ＬＡＮ（α
3

1
Ｒ fpa

110Ｄ）≦Ｄ＜･･･････（90 90)-/Ｄ(
4

10
250α

90Ｄ）≦･････（････････････････････   250　　α

：　

：　

① オーガシャフト 
・ヘッドのセット

② 杭回転施工 
（正転掘削）

③ 支持層確認 
セメントミルク噴出
根固め 

④ オーガシャフト
・ヘッドの引抜 
（逆転引抜） 

⑤ 施工完了

：　　 Ｎ 60)Ｎ( ≦　

拡大球根造成



Ｇ-６ 

工  法  名 ＴＮ工法 

工 法 の 種 類 中掘り拡大根固め工法 

杭 の 種 類 鋼管杭 

施工法  

概 要 

 

鋼管杭の中空部に挿入したオーガスクリューをオーガ駆動装置と連結して回転させること

により、杭先端部の土砂を連続的に掘削排土するとともに油圧圧入装置を用いて支持層まで

圧入する。所定深さまで圧入後、スクリュー先端に装着したノズル口よりセメントミルクを

高圧噴射(20Mpa 以上)して回転引き上げすることにより拡大根固め球根を築造し、杭と拡大

根固め球根の一体化を図り支持力を発現させる工法である。 

施 工 順 序 

 
 
 
 
 
 
 
 

支持力発現方式 高圧噴出によるセメントミルク拡大根固め 

支 持 層 の 確 認 方 法 土質柱状図とオーガ掘削時の電流値（積分電力値）との比較 

支 持 力 算 定 方 式 

 

 
 

施 工 
施 工 地 盤 支持層中の地下水に流れがあり、根固め球根築造に支障きたす恐れがある場合には用いない。 

施 工 能 率 120～170m（φ400～600）、100～150m（φ700～800）、75～120m（φ900～1200） 

工法の概要が分かるホー 
ムページのアドレス 

TN 工法（中掘り杭工法） | 建材 | 製品情報 | 日本製鉄 (nipponsteel.com) 

TN 工法 | 株式会社テノックス (tenox.co.jp) 

会社名 
旧 38 条認定工法 
認証・通達番号 

取得年月日 適用杭径 適用先端地盤 適用杭長 備考 

日本製鉄㈱ 

03-6867-6861 

㈱テノックス 

03-3455-7790 

(社)建築研究振興協会 

および 

建設省東住指発第 35 号 

H16.4.13 

(最新取得日) 

φ400 

～ 

1219.2 

砂質地盤 

礫質地盤 

80m かつ 

110D 以下 
 

 

①ｵｰｶﾞｽｸﾘｭｰ 
･ﾍｯﾄﾞのｾｯﾄ 

②中掘り圧入 ③支持層確認 
ｾﾒﾝﾄﾐﾙｸ噴射 

④ｽｸﾘｭｰ引上げ 
拡大根固め 

⑤ｵｰｶﾞｽｸﾘｭｰ 
･ﾍｯﾄﾞの引抜 

⑥施工完了 

拡大根固め球根築造

逆転

引抜

オーガ回転

圧入

拡大根固め球根ｾﾒﾝﾄﾐﾙｸ高圧噴出
ｽｸﾘｭｰ回転引上げ

オーガ駆動装置

油圧圧入装置

キャップ

鋼管杭

オーガスクリュー

支持層



Ｇ-７ 

工  法  名 ＫＩＮＧ工法 

工 法 の 種 類 中掘り拡大根固め工法 

杭 の 種 類 鋼管杭 

施工法  

概 要 

 
機械式に拡翼するＫＩＮＧビットをスパイラルオーガの先端に取り付け、鋼管杭の管内に挿

入して回転させながら、杭先端部の土砂を連続的に排土し、杭を所定深度まで沈設する。沈設

時には必要に応じて圧縮空気を使用する。その後、ＫＩＮＧビットを杭径Ｄ＋100～200mm に

開いて拡大掘削を行い、杭先端部にセメントミルクを噴出しながら支持層地盤を攪拌混合し、

先端拡大根固め球根を築造する。注入された根固め液の硬化によって、杭本体と拡大球根を一

体化させ支持力を発現させる。 
 

施 工 順 序 

 

支持力発現方式 機械式に拡翼する KING ビットによる拡大根固め 

支 持 層 の 確 認 方 法 土質柱状図とオーガ掘削時の電流値及び積分電流値との比較 

支 持 力 算 定 方 式 

 

長期許容鉛直支持力 

Ra = 1/3 (α Ｎ Ａp ＋ 15 Ｌf ψ) (kN) 

 

但し、α ：10≦L/D≦90 の場合 250（ただし L≧5m） 

      90＜L/D≦110 の場合 250-5/2・(L/D-90) 

   Ｎ ：杭先端から下方に 1D, 上方に 4D の間の平均Ｎ値 (Ｎ≦60) 

   Ａp：杭先端の閉塞断面積 (m2)  Ａp =πＤ2/4 

      Ｌf：杭の周面摩擦を考慮する長さ (m) 

   ψ ：杭の周長 (m)  ψ=πＤ 

   Ｄ ：杭の外径 (m) 

施 工 
施 工 地 盤 支持層中の地下水に流れがあり、根固め部の形成に支障がでる場合には用いない 

施 工 能 率 100～150m/日 

工法の概要が分かるホー 
ムページのアドレス 

https://www.jfe-steel.co.jp/products/construction/pile_foundation/king_k.html 

会社名 
評定番号 

旧 38 条認定工法 
通達番号 

取得年月日 適用杭径 適用先端地盤 適用杭長 備考 

ＪＦＥスチール（株） 

03-3597-4469 

ジャパンパイル（株） 

03-5843-4191 

ノザキ建工（株）

043-243-0606 

ベターリビング 

CBL FP020-06 号 
H19.3.30 

φ400 

～1200 

砂質地盤、 

礫質地盤 

110D かつ 

80m 以下 
 

建設省阪住指発 

第 179 号 
H11.9.28 

φ400 

～1016 

砂質地盤、 

礫質地盤 

110Dかつ 

80m 以下 
 

 

① KING ビット、スパ

イラルオーガ、鋼管

杭の建て込み 

 

② 掘削・排土しながら

杭の沈設 

 （エアー使用） 

 

③ 正回転で水掘削に

切り替え先行掘削 

④ 逆回転により拡翼

させ、セメントミル

クを注入しながら

反復攪拌混合 

⑤ 杭先端を球根に圧

入後、スパイラルオ

ーガ引上げ 



Ｇ-８ 

工  法  名 ＴＢＳ工法 

工 法 の 種 類 中掘り拡大根固め工法 

杭 の 種 類 鋼管杭 

施工法  

概 要 

 
特殊拡翼機構をもつ拡大ビットを取付けたスパイラルオーガを杭中空部に挿入し、中掘り

しながら杭を所定の深度まで沈設した後、支持層を機械的に拡大掘削し、杭先端にセメント

ミルクを噴出撹拌混合して拡大根固め球根を築造し、杭を根固め球根部に杭径の長さ（1.0

Ｄ）だけ圧入するセメントミルク噴出撹拌方式による鋼管杭の中掘り工法である。 

 

施 工 順 序 

 
 

支持力発現方式 特殊拡大ビットによる機械的に築造するセメントミルク拡大球根 

支 持 層 の 確 認 方 法 土質柱状図とオーガ掘削時の掘削抵抗値の比較 

支 持 力 算 定 方 式 

長期許容鉛直支持力 

)15(
3

1
LfApNRa  

Ra :杭の長期許容鉛直支持力(kN) 

:先端支持力係数 

=250 (10≦L/D≦90（ただしL≧5m） 

=250-10/4(L/D-90) 90＜L/D≦110 

L :杭長(m) 

D :杭外径(m) 

N :杭先端より下方に 1.0D、上方に 4.0D の間の地盤平均 N値(N≦60) 

Ap :杭先端の閉塞断面積(m2) 

Lf :杭の周面摩擦抵抗力を考慮する長さ(m) 

:杭周長(m)  

 

施 工 
施 工 地 盤 支持層中の地下水に流れがあり、根固め部の形成に支障がでる恐れがある場合には用いない 

施 工 能 率 杭径、施工地盤、施工環境により異なるが、約 100～150m/日 

工法の概要が分かるホー 
ムページのアドレス等 

http://takawaki.co.jp/tbs 

会社名 

旧 38 条認定工法 
通達番号、 
認証番号 

取得 

年月日 

適用 

杭径 

適用 

先端地盤 
適用杭長 備考 

㈱高脇基礎工事 

048-541-2653 

建設省玉住指発第 1

号 
H6.1.10 

φ400～

800 

砂地盤、 

砂礫地盤 
110D かつ 70m 以下  

国土技術研究センタ

ー技術審査証明第 3

号 

H14.5.31 
φ400～

1000 

砂地盤、 

砂礫地盤 

400≦D≦800: 

110D かつ 80m 以下 

800＜D≦1000: 

51m 以下 

支持力算定

方法は道路

橋示方書に

よる。  

杭の建込み 掘削沈設 支持層掘削
セメントミルク注入

球根築造
オーが引上げ

ビット拡大部先端位置

1.0D

1.0m

0.5D

ビット先端位置

支持層


